
 

 

日本人心不全患者を対象としたβ受容体遮断薬の使用実態調査 

 

１．研究の対象 

大阪大学医学部附属病院において、β受容体遮断薬であるビソプロロール又はカルベジロー

ルを用いて心不全の治療を受けられた方 

 

２．研究目的・方法 

本研究の目的 

大阪大学医学部付属病院に通院・入院中の収縮機能の低下した慢性心不全患者を対象に 

β受容体遮断薬（ビソプロロール及びカルベジロール）の投与実態を調査し、当該薬剤の有効

性及び安全性を評価することです。 

研究方法 

大阪大学医学附属病院において、心不全の治療のためにビソプロロール又はカルベジロール

の投与が開始されてから 2 年間の診療情報及び検査情報（下記 3 項に記載）を収集し、薬剤

の有効性及び安全性を調査します。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

性別、生まれた年、身長、体重、心不全の型、β受容体遮断薬の種類（ビソプロロール又はカ

ルベジロール）、と用法・用量、収縮期血圧、心拍数、臨床所見、併用薬、等 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研

究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご

了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場

合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先 

大阪大学大学院薬学研究科/同 医学系研究科 未来医療開発部（兼任）   

前田真貴子（研究責任者） 

  住所：大阪府吹田市山田丘 1－6  電話番号：06-6879-8163 

 

 


